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作家フィリップを推讃し、「かつてアンド
レ・ジードとも語りあったことだが、われわれ文学者は民衆のために
0 0 0 0 0 0
書かなければならない。
しかし、ここに言う民衆のために

































































































































































































































































































1）山内義雄、「クローデルと早稲田」『遠くにありて』、毎日新聞社、1975年、pp. 104-105. cf. Paul 
CLAUDEL, Charles-Louis PHILIPPE, Œuvres en prose, Gallimard, 1965, pp. 539-541. 
2）山田登世子、『「フランスかぶれ」の誕生―「明星」の時代 1900－ 1927』、藤原書店、2015年 . 
3）« Philippe certainly disturbs any lingering complacency that we may feel toward the world as it is; but 
he has no cure to advocate. He is both compassionate and dispassionate; in his book we blame no one, 
we blame not even a“social system”; and even the most virtuous, in reading it, may feel: I have sinned 
exceedingly in thought, word and deed. »T. S. Eliot, Preface for Bubu of Montparnasse, Bercley, 1957, p. 9. 
4）宮本百合子、「日記」『宮本百合子全集 24巻』、新日本出版社、1980年、p. 103. 




8）« …je crois être en France le premier d’une race de pauvres qui soit allé dans les lettres. » Charles-Louis 
PHILIPPE, Lettre à M. Barrès, 11 nov. 1903, Œuvres complètes Tome I éditées par David Roe, Moulin, 




10）« Le roman à thèse? Je trouve extraordinaire, qu’on en soit venu à faire du roman un prétexte d’études 
sociales ou psychologiques. Non, ce qu’il faut, c’est créer des personnages vivants. Le roman, ce n’est pas 
seulement comprendre, c’est surtout sentir. »Charles-Louis PHLIPPE à l’interview avec Chardonnel et 
Vellay du Gil Blas, op. cit. 
11）クローデルがフィリップに追悼の意を表し詠った詩（Paul CLAUDEL, XXX. in Numéro consacré 
à Charles-Louis Philippe, La Nouvelle Revue française, n°14, 1910, p. 139-140. ）は、山内義雄によっ
て訳され、「フィリップ記念講演会」において、帝劇の女優鈴木福子によって朗読された。その
一節にある「貧しく、小さい、ひとり身の、フィリップは死んだ。」という言葉が、その後の日
本におけるフィリップ紹介の語彙を決定づけたとも考えられる。cf. ポオル・クロオデル、「シャ
ルル＝ルイ・フィリップ」山内義雄訳、『フィリップ全集　月報第一号』、新潮社、1929年、p. 2. 
12）「任務は一切をとりもどす事にある。一シャルル＝ルイ・フィリップの富は否定されている。
これは一時的の、だが恐るべき日蝕である。鋭い、批判の文学に対して一つの反動があらわれて
いる。我々のものを之に対抗せしむべき時である。我々の側のものであるものを示し、知らしめ、
第一位に読ましむべき時である。（…）かくも、単純に偉大であり、かつ、ほこらかなる彼の驚
異すべきをしへに聴こう。（原文ママ）彼の中に入って行こう。そこには、一切の取るべきもの
がある。シャルル＝ルイ・フィリップをたかくかかげよう。」アンリ・プーライユ、「シャルル＝
ルイ・フィリップ」冬木道夫訳、『フィリップ全集　月報第三号』、新潮社、1930年、p. 1. 
13）石川淳は、「フィリップ記念講演会」に先駆けて以下の文章を発表しているが、彼自身すでにフィ
リップを無学の者と誤解していたと思われる。「「青春の手紙」の主人公は、二十歳と三十歳との
中間に在る―即ち、わたくしと同年輩の―青年である。「野蛮人出でよ」との彼の叫びは、わた
くしの心弦にも響応しないでは居ない。しかし、わたくしが、彼と共に叫ぶ為には、彼と同じ立
場に身を置かなければならない。其の彼と云うのは、額に汗して麺麭を得る、ブルジョワ教育の
汚辱に染まない、生のままの「野蛮人」である。運命的に現代の学校教育を受けさせられた私―
私と同じ身上の「われわれ」―は、ブルジョワ文化から引き続いだ（原文ママ）「智識」を背負っ
て居る。「野蛮人」となる為には、第一に、フィリップに従って、其の「智識」の殻を振い落さ
なければならない。」石川淳、「シャルル＝ルイ・フィリップの一語」、『石川淳全集　第 12巻』、
筑摩書房、1990年、p. 16. 
　　これに対して、佐藤春夫は、フィリップを以下のように正当に評価しているが、他の作家にお
いて、こうした言及が見られることは残念ながらほとんどない。「だが、フィリップにあっては、
われわれは自分の肉親を愛するごとく彼を愛しながら、尊敬を忘れることができない。その芸術
に驚嘆しながらも、兄弟！と呼ぶことを忘れるわけには行かない。かの一見素朴で無学に見える
この作家の文字と文字との間には、バルザックを生み、モウパッサンを育てた仏蘭西文学の揺ら
ぎない伝統が脈をうっている。これを除外して、単に素朴であるだけであったなら彼に対する尊
敬は出て来ないだろう。」佐藤春夫、「フィリップに就いて」『フィリップ全集　月報第二号』、新
潮社、1930年、p. 1. 
14）佐藤宗子、「再話の倫理と論理―フィリップ短編の受容」『日本児童文学』、1981年、pp. 55-56. 
15）シャルル＝ルイ・フィリップ、「小さな町で」、山田稔訳、みすず書房、2003年。
16）堀江敏幸、「シャルル＝ルイ・フィリップ「小さな町にて」」「シャルル＝ルイ・フィリップ「小
さな町にて」（2）」（「傍らにいた人⑳㉑」）、日本経済新聞、2017年 7月 15日、22日。
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